
追　悼

公益財団法人 細胞科学研究財団

ゲッティンゲン留学体験記

樽谷　愛理　University Medical Center Göttingen

私は2021年４月からドイツ、ニー

ダーザクセン州ゲッティンゲンにある

University Medical Center Göttingen

において神経変性疾患患者脳に蓄積す

る凝集タンパク質の細胞内動態に関す

る研究を行っており、2022年4月からは

細胞科学研究財団より育成助成をいた

だき、研究留学を継続できることとな

りました。

ゲッティンゲンは、45人のノーベル賞

受賞者を輩出しているゲッティンゲン

大学を中心としたとても小さな都市で

す。その小ささは徒歩やバスでゲッティ

ンゲンのほとんどの場所に行くことが

できるほどですが、ICE（日本でいう

ところの新幹線）の停車駅があり、ドイ

ツの主要都市へのアクセスが容易です。

人口の多くを学生や大学関係者が占め

ているため、国際色豊かで治安も良く、

勉学や研究に集中して取り組める環境

があります。また自然が多く、散策や

ハイキングを楽しむことができます。

私が所属しているRuben Fernandez-

Busnadiego教授の研究室は、クライオ

電子線トモグラフィー法を主に用いて

University Medical Center Göttingen 外観

ゲッティンゲン駅前の 1801 年にゲーテが滞在したことで 
知られるゲーテ通り
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ライデン留学体験記

櫨川　舞　Leiden Institute of Chemistry, Faculty of Science, Leiden University

私は細胞科学研究財団より育成助成をいただき、オランダの南ホーランド州ライデンにある

ライデン大学で2022年9月よりvisiting researcher（Assistant Professor/Guest）として1年間

研究留学する機会をいただきました。そして、現在もオランダより本体験記を執筆しています。

私の場合、2020年度に研究留学を予定していたのですが、COVID-19の影響により、十分な研

究環境になる現地（オランダ）とスムーズな渡航許可の両国（オランダと日本）の状況を考慮

しての出発になったため、約2年延期することになりました。当時の先の見えない状況では、

1年１年が重要な研究者にとって出発時期の予定の立たない留学計画には不安要素が大きく、

決まった時期にしか計画できない条件で海外留学を希望されている研究者の中には、せっか

くの機会を中止せざるを得ない研究者もたくさんいらっしゃったと思います。しかしながら、

私の場合、幸いにも2年延期後に出発することができ、周りの理解・サポートに本当に感謝し

ております。渡航後は、研究生活においてコロナの影響はほとんど受けない生活を送ることが

できています。飛行機・電車を使った国境を越える移動もすべて通常通りです。

ライデン大学はオランダ最古の大学で、日本語学科のある日本とゆかりのある大学です。

ライデンは、長崎に医師と

して赴任したシーボルトが

晩年日本研究に励んだ場所

でもあります。日本人は少

ないですが、日本に興味の

ある人が多く、街中や大学

の施設の壁などのデザイン

に日本語の文字を多く見る

ことができます。ライデン

は小さな町ですが、日本人

に好意的な人が多い印象

で、運河に面した美しい町写真 1　ライデン大学の研究室がある研究棟正面エントランス
（2022 年 9 月撮影）

265

細胞生物学研究を行なっています。Fernandez-Busnadiego教授は、これまでに様々な凝集タ

ンパク質とオルガネラ及び巨大複合体との相互作用やその細胞内局在を報告しています。クラ

イオ電子線トモグラフィー法は、生体内に限りなく近い状態で細胞内を可視化できる手法であ

り、私はこの手法が未だ不明である神経変性疾患の発症・進行機序の解明に有用であると考え、

この研究室への留学を希望しました。留学前には、共同研究者として携わっていたクライオ電

子顕微鏡を用いた構造解析について、実際のクライオ電子顕微鏡及び関連機器の取り扱いやそ

の解析手法を学ばせていただき、大変有意義な日々を過ごしています。COVID-19やウクライ

ナ情勢の影響により実験が計画通りに行えないこともありましたが、現在では研究室メンバー

の力を借りながら、プロジェクトを進めることができています。また、研究室は神経変性疾患

だけでなく、多様なテーマを取り扱っており、多角的な視点を得ることにつながっています。

残りの留学生活においても現在進行中のプロジェクトに取り組み、帰国後もクライオ電子顕微

鏡解析を取り込んだ神経変性疾患研究を行うことができるよう、さらに精進したいと思います。

最後に、留学先での研究滞在を支援していただいた細胞科学研究財団並びに関係者の皆様、

本助成にご推薦いただいた国際医療福祉大学大学院、辻省次先生に心より感謝申し上げます。
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